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恥骨部皮下に発生 した嚢胞状 リンパ管腫の1例
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A CASE OF CYSTIC LYMPHANGIOMA GROWN IN 

SUBCUTANEOUS TISSUE OF THE PUBES
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   A 37-year-old man visited our hospital with the chief complaint of a painless mass in subcuta-

neous tissue of the pubes. We extirpated the localized cyst 2.5 x  4  cm in size. Histological diagnosis 

was cystic lymphangioma without malignant findings. 

   We reviewed the literature on lymphangioma, a rare disease seldom seen in urological fields.

(Acta Urol. •Jpn. 36: 957-958, 1990)
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緒 言

リンパ管腫は幼小児の頭頸部や上肢に発生する比較

的稀な良性腫瘍である,泌 尿器科の領域ではあまり経

験されることがなく,ご く稀に後腹膜腔t,z)や陰嚢内9

および陰茎4)に 発生した報告をみる.わ れわれは恥骨

部皮下に発生した嚢胞状 リンパ管腫の1例 を経験 した

ので報告する.

症

患 者:37歳,男 性,教 師

初 診=1988年8月22日

主 訴:下 腹 部 の無 痛性 腫 瘤

例

家族歴 ・既往歴:特 記すべきことなし

現病歴=1988年8月 初旬頃,偶 然に下腹部の栂指頭

大の無痛性腫瘤に気付くも放置していた.し かしその

後徐々に増大してきたため当科を受診した.腫 瘤は恥

骨部皮下に限局し,2・5×4cm径 の柔軟な楕円形を示

し,穿 刺を行ったところ淡黄色調の液体約10m1を

吸引できた.そ の鏡検像では何等細胞成分を認めなか

ったので経過観察を行っていたが,再 度腫大したた

め,同 年9月28日 摘出目的で入院した.

入院時現症:体 格中F大,栄 養状態良好で胸腹部理

学的所見に異常を認めず,ま た全身の表在性 リンパ節

は触知 しなかった.腫 瘤は柔らかく,周 囲組織とは明

瞭に区別でき可動性を示 した(Fig.1).

入院時検査成績=血 算,血 液生化学および尿には異

常はなく,超 音波検査では液体の貯留を示す嚢胞性病

変を認めた.

以上の所見より孤立性の嚢腫を疑い,同 年9月29日

腰椎麻酔下で摘出術を行った.

手術所見:腫 瘤は皮下に存在し,一 部は皮下組織と

癒着を認めたが剥離は容易であった.

摘出標本13×5×3cm,重 量59の 多 房性の嚢胞

で内容液はうすい血性であったが,こ れは前回の穿刺

によるものと考えられた.

病理組織学的所見:大 小に拡張した薄い壁を持つ多

くの嚢胞よりな り,内 層は一層の内皮細胞で被覆され

ており,ま た一部に弁の存在が認められた.さ らに内

腔には リンパ液の充満するものが散見され,悪 性所見

は認められず嚢胞状 リンパ管腫と診 断された(Fig.

2).

術後経過は良好で同年10月4日 退院した.退 院後2

週間目の外来受診時,陰 茎冠状溝の背側部に軽度のリ

ンパ管の拡張を認めたが,こ れは手術操作によるもの

と考えられ,そ の後の診察では消失した.

考 察

リンパ管 腫 は先 天 性 の リ ンパ 管 奇 形 で5,6).胎 生8

週 で発 生 した リ ンパ 嚢 にsequestration(分 離)が 生

L`,求 心 性 の排 液 が 不 十分 な 結 果発 生 す る といわ れ て

い る7).こ の リンパ嚢 が存 在 す る部位 が 好 発 部位 で,

頭 頸 部や 上 肢,後 腹 膜,署 部 お よび下 肢 な どが あげ ら

れ る.本 症 は 分類 に お い て 混乱 を 生L°てい るが,病 因
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や治療に差がない以上細分するのは無意味で,組 織学

的所見から,浅 在性 リソパ管腫と深在性 リンパ管腫に

分類するのが適当であるとされている8).前 者は単純

性 リンパ管腫とも呼ばれ,個 々のリンパ管腫が小水疸

として皮膚の表面に突出したもので,腫 瘍的性格より

も母斑的なものである.後 者は真皮ないし皮下にかけ

て存在するもので,海 面状 リソパ管腫あるいは自験例

のような嚢胞状リγパ管腫が含まれる.組 織学的には

浅在性リンパ管腫は深在性 リンパ管腫に比べ,乳 頭層

に くい込み,壁 は固有膜,弁 および筋細胞を含まない

とされる,ま た外因などにより中枢部のリンパ管に通

過障害がおこり,末 梢のリンパ管が拡張した リンパ管

拡張症とは概念的に区別すべきであるが,組 織学的に

鑑別は困難なことが多く,既 往歴や現病歴を参考とし

て判断する必要がある.

治療は外科的摘出が最良の方法であるが,摘 出が不

十分であると再発やリソパ液の漏出を生 じるとされ

る.し かしいずれの報告例においても容易に摘出され

ており,経 過も良好のようである.

自験例は既往に外的要因はなく,幼 小児期にすでに

存在した リンパ管腫が徐々に増大してきて,今 回発症

したものと考えられた.ま た本症は発生部位的に,正

常リンパ管の分布密度とは必ず しも相関を認めていな

いので8),恥 骨部皮下での発生もありうると考えた.

結 語

37歳 男性の恥骨部皮下に発生した嚢胞状 リンパ管腫

について報告した.本 症は泌尿器科の領域ではあまり

経験されることがなく,若 干の文献的考察を行った.
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